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問題解決の過程や結果を振り返り、統合的・発展的に考察して、条件を変えたり、新たな

性質を発見したりすることについて課題が見られました。そこで、本資料では、その課題を克

服していくための指導改善のポイント（中学校の全学年で大切にしたい指導）を紹介します。 

【生徒からこんなつぶやきが出てきたら 「価値付ける」 大チャンスです！】 

・「要するに」、「ちょっと違って」、「まとめると」⇒ 「１：統合的な考え方」を働かせようとしている証拠です。 

・「だったら」、「ということは」⇒ 「２:発展的な考え方」 を働かせようとしている証拠です。 

★★「すごいね」だけでなく、「どうしてすごいのか」を伝えると、確実に次の意欲につながります！★★ 

 

 例：第２学年「１次関数」  

２分をはかるために必要な砂の量は？ 

 例：第１学年「データの活用」   

右の記録の「中央値」を 

求めなさい。 

生徒 

それでは、データが 
10個の場合は 
どうなりますか？ 
 
 
 

より深く理解するために、統合的・発展的に考察
する力を高めましょう。 
 

中学校 

 

視点 

指導改善  ポイント  
共通点や類似点、相違点への着目を促す 

条件を変えて問う（問い返し） 

上記の指導の問題点 
「問題を解決したら終わり」、「練習問題が正
解できればよい」という意識になりやすく、「学ん
だことを活用しようとする態度」や「よりよく問題
解決しようとする態度」が育ちにくくなります。 

①多様な考えを扱う授業で、 
個々の考えを発表するだけで 
全体交流を終えていませんか？ 

②授業のはじめに提示した１つの問題の解
決だけでまとめて、その後は練習問題に
取り組むという展開になっていませんか？ 

上記の指導の問題点 

「どうですか？」「いいです」という、形式的な
話し合いに留まりやすく、「仲間の考えや自分
の考えを関連付けて考察しようとする姿勢」が
育ちにくくなります。 

これで、最初の問題が 

解決しました。 

では、まとめが書けた人から、 

練習問題に取り組みましょう。 

Ａさんの考え 

Ｃさんの考え 

Ｂさんの考え 

いろいろな方法で考えることができました。 

先生 

僕はグラフで…直線だから… 
私は表で…ｘの値が２倍、３倍… 
私は式で…ｙ＝0.5ｘとして… 

「表・式・グラフ」それぞ
れの考えにどんな 
「よさ」がありますか。 

「表・式・グラフ」のうち、自
分が使っていない考えで説
明してみましょう。 

先生 

 
 
右の表で 
中央値は 
どの階級に 
含まれますか。 

生徒 

９個のデータを小さい方から並べたとき、 
真ん中にあるのが中央値だから「４７」です。 

－１１－ 

生徒自らが、問題の解決に向けて粘り強く取り組む「主体的な学び」の実現を目指す。 
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１ 主な解答類型から誤答の要因を探りましょう。 

 
 

   

 

                  

              

              

                      

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 【分析】：自校生徒の実態 
 
 
 
 
 
 
 
３ 【考察】：弱みの要因として考えられること（指導・実態） 

 

 

 
 
 
 
 

４ 【指導改善】：今後の具体的な指導改善（毎時間取り組むこと） 

 
 
 
 
 

自校結果の分析・指導改善 

  
解答類型 自校(%) 県(%) 印 

1 (a)(b)について記述している  32.1 ◎ 

2 (b)のみを記述している  0.3 ◇ 

3 (b)の記述が十分でない  1.9 ◇ 

４ 成り立たない事柄を記述  6.6 ◆ 

5、99 上記以外の解答  30.4  

0 無解答  28.7 ★ 

 

強み 

  
解答類型 自校(%) 県(%) 印 

1 
∠ARG、∠ASGのそれぞれの 
大きさは変わらないことを解答 

 16.8 ◎ 

２ 
∠ARG=１０５°、∠ASG=７５° 
であることを解答 

 2.6 ◎ 

３ 
∠ARG、∠ASGの大きさについて 
成り立つことを解答 

 10.9 ◎ 

4 ∠ARG＋∠ASG＝180°と記述  9.8 ◇ 

5、99 上記以外の解答  32.8 ◆ 

0 無解答  27.1 ★ 

 
解答類型の見方 ◇◆★に要注意 

◇示された形で説明しようとしているが不十分である。
例えば、解答類型２、３のように解答した生徒は、指定
された形の２つの条件である(a)、(b)の内、(a)につ
いて記述していない。 

◆解決の過程や結果を振り返って、性質を見いだし、
統合的・発展的に考察することができなかった。 

★解答をあきらめている。 

解答類型の見方 ◆★に要注意 
◎正答が複数存在する設問である。解答類型１～３の
ように解答した生徒は、∠ARG と∠ASGについて
見いだした性質を理解した上で、さらにいえることを
見いだし、数学的に表現することができている。 

◇既に見いだした性質を再度記述してしまっている。 
◆∠ARG と∠ASGについて、いつでもいえることを見
いだすことができなかった。 

★解答をあきらめている。 

弱み 

データに基づいた指導改善の手立てを考えましょう。 

 ６(3)四角で４つの数を囲むとき、４つの数の和がどの位

置にある２つの数の和の２倍であるかを説明する。  

 【正答の条件】 

「○○は△△である」という形で、次の(a)、(b)

を記述しているもの。 

(a)○○が、「四角で囲んだ４つの数の和」である。 

(b)△△が、「左上の数と右下の数の和の２倍」である。 

 ９(3)∠ARG、∠ASGについていつでもいえることを書く。 

－１２－ 


